
板金加工・溶接・組立を一貫で行う和歌山工場さまざまな形状・色の口金を製造

溶接で製作したサッカーボール
豊富な曲げ型

和歌山工場外観めっき風景

納期
相談

企画力
自信有

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

納期
相談

企画力
自信有

コスト
相談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量産
対応

業務
内容

量
産
品
主
体
か
ら

高
付
加
価
値
品
に
転
換

　
「
坂
口
製
作
所
」
は
、
鉄
道
車
両
、
イ
ン
フ
ラ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
製
薬
、
食
品
な
ど
幅
広
い
分
野
に
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ス
テ
ン
レ
ス
素
材
を
加
工
し
た
多
様

な
製
品
を
提
供
す
る
。
創
業
者
の
出
身
地
で
あ
る

和
歌
山
県
有
田
川
町
に
工
場
を
構
え
、
タ
レ
ッ
ト

パ
ン
チ
プ
レ
ス
や
プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
に
よ
る
板
金

加
工
と
溶
接
、
組
立
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
。

　

以
前
は
建
築
足
場
の
量
産
品
受
注
が
多
か
っ
た

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
量
産
品
受
注
が
激
減
し
た

た
め
、
高
付
加
価
値
品
に
転
換
し
た
。
１
社
依
存

リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
、坂
口
清
信
社
長
は「
売
上

高
全
体
に
占
め
る
１
社
か
ら
の
受
注
比
率
が
10
％

を
超
え
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
」
と
話
す
。

強 み

全
国
屈
指
の

ア
ル
ミ
溶
接
技
術

　

ア
ル
ミ
溶
接
を
得
意
と
す
る
。
ア
ル
ミ
は
鉄
に

比
べ
て
熱
伝
導
率
が
高
い
た
め
、
溶
接
時
の
熱
に

よ
る
変
形
量
が
大
き
く
、
求
め
ら
れ
る
寸
法
の
製
品

を
作
る
の
が
難
し
い
。
同
社
は
早
く
か
ら
ア
ル
ミ

溶
接
に
取
り
組
み
、
鉄
の
溶
接
に
比
べ
て
圧
倒
的

に
少
な
い
ア
ル
ミ
溶
接
技
術
者
を
多
数
育
て
て

き
た
。
ア
ル
ミ
溶
接
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
資
格
保
有
者
は

25
名
以
上
も
在
籍
す
る
。

　

和
歌
山
工
場
は
（
一
社
）
軽
金
属
溶
接
協
会
か
ら

「
軽
金
属
溶
接
構
造
物
製
造
工
場
Ｍ
級
」
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
ア
ル
ミ
溶
接
品
質
に
お
墨
付
き
を
与
え
る

認
定
で
、
同
認
定
を
受
け
て
い
る
工
場
は
全
国
で

７
カ
所
し
か
な
い
と
い
う
。
ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
資
格

保
有
者
も
約
15
名
が
在
籍
す
る
。

切磋
琢磨

競
技
会
に
積
極
参
加
、

社
員
の
競
争
意
識
を
向
上

　

高
付
加
価
値
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
の
は
、

作
業
者
の
高
い
技
術
レ
ベ
ル
と
先
進
設
備
の
両
面

業務
内容

口
金
＂ガ
マ
グ
チ＂
の

専
門
メ
ー
カ
ー

　
「
三
陽
金
属
」
は
財
布
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
に
使
わ
れ
る

口
金
＂ガ
マ
グ
チ＂
の
専
門
メ
ー
カ
ー
だ
。
加
工
か
ら
仕
上
げ

の
め
っ
き
ま
で
自
社
内
で
一
貫
生
産
で
き
る
。
工
程
ご
と
に

請
け
負
う
事
業
者
は
あ
る
が
、
高
山
正し

ょ
う
い
ち市
社
長
は
「
一
貫

生
産
で
き
る
の
は
当
社
だ
け
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
。

　

形
状
を
左
右
す
る
切
断
や
曲
げ
と
い
っ
た
加
工
は
、
金
型

な
ど
に
独
自
の
工
夫
が
あ
る
。
口
金
の
命
と
も
言
え
る

留
め
金
の
加
工
は
「
玉
付
け
」
と
呼
ば
れ
、
経
験
を
積
ん
だ

技
能
者
が
一
つ
ひ
と
つ
、
半
自
動
溶
接
機
を
使
い
手
作
業

で
取
り
付
け
る
。

　

人
の
手
を
介
し
た
も
の
づ
く
り
は
手
間
が
か
か
る
が
、

布
地
へ
の
取
り
付
け
や
す
さ
や
使
い
心
地
の
良
さ
な
ど
に

つ
な
が
り
、
顧
客
の
信
頼
を
得
て
い
る
。

強 み

全
工
程
の
社
内
管
理
で

品
質
を
最
適
化

　

同
社
は
部
分
的
に
加
工
を
外
注
す
る
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
工
程
を
自
社
内
に
持
つ
こ
と
に
よ
り
品
質
の

最
適
化
を
図
り
や
す
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
カ
ギ
と

な
る
の
が
仕
上
げ
の
め
っ
き
工
程
だ
。

　

同
社
が
め
っ
き
工
程
を
内
製
化
し
た
の
は
約
20
年
前
。

ま
だ
先
代
社
長
の
時
代
に
、
現
社
長
の
高
山
氏
が
「
化
粧

（
め
っ
き
）
が
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
」
と
進
言
し
た
。

先
代
の
反
対
は
あ
っ
た
も
の
の
、
売
り
に
出
て
い
た
め
っ
き

工
場
を
買
収
し
た
。
そ
れ
ま
で
め
っ
き
は
外
注
し
て
い
た

が
、「（
仕
上
が
り
は
）外
注
先
の
い
い
な
り
に
な
る
」。そ
れ

が
嫌
だ
っ
た
。
め
っ
き
の
内
製
化
に
よ
り
、
顧
客
の
要
望

に
合
わ
せ
た
仕
上
が
り
で
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
で
は
環
境
規
制
が
厳
し
く
、
自
前
の
め
っ
き
工
場

は
貴
重
。
こ
う
し
た
英
断
が
同
社
の
も
の
づ
く
り
の

今
を
支
え
て
い
る
。

付加
価値

付
加
価
値
が
高
ま
る
よ
う
、

小
ロ
ッ
ト
生
産
を
提
案

　

近
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
て

で
あ
る
。
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
に
お
い
て
、

作
業
者
が
切
磋
琢
磨
し
て
腕
を
上
げ
る
だ
け
で

な
く
、
先
進
的
な
性
能
を
持
つ
溶
接
機
を
導
入

し
て
い
る
。
ア
ル
ミ
溶
接
の
腕
前
を
競
う
全
国

軽
金
属
溶
接
競
技
会
に
は
毎
年
社
員
を
派
遣
し
、

何
度
も
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
板
金
加
工
で
は
大
手
板
金
設
備
メ
ー
カ
ー

が
開
催
し
て
い
る
板
金
加
工
コ
ン
テ
ス
ト
に
作
品

を
応
募
し
て
い
る
。
技
術
者
の
年
齢
構
成
は
20
―

65
歳
と
幅
広
く
、
競
技
会
へ
の
参
加
は
特
に
若
手

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今後の
展望

新
技
術
を
確
立
し
、

製
品
、取
引
先
の
間
口
広
げ
る

　

実
績
、
強
み
を
持
つ
ア
ル
ミ
、
ス
テ
ン
レ
ス
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
需
要
拡
大
が
見
込
め
る
素
材

の
接
合
技
術
な
ど
を
蓄
積
し
、
間
口
を
広
げ
る
。

具
体
的
に
は
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
溶
接
や

異
材
接
合
の
技
術
を
確
立
し
、
こ
の
分
野
で
の

パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
を
目
指
す
。

　
一
方
、
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
に
つ
い
て
も
、

坂
口
社
長
は
「
ま
だ
ま
だ
精
度
良
く
で
き
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
は
多
い
」
と
課
題
を
口
に
す
る
。

卓
越
し
た
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
製
品
の
加
工
技
術

を
強
み
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自
社
開
発
品
を

公
開
し
、
技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に

展
示
会
出
展
な
ど
で
認
知
度
を
高
め
、
全
国
に

取
引
先
を
広
げ
て
い
く
。

お
り
、
観
光
地
と
し
て
名
高
い
京
都
を
訪
れ
る
外
国
人

の
多
さ
か
ら
、「
外
国
に
は
な
い
ガ
マ
グ
チ
の
商
品
が

受
け
て
い
る
」
と
高
山
社
長
は
語
る
。
土
産
物
メ
ー
カ
ー

は
商
品
開
発
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
り
、
品
質
に
絶
対

の
自
信
を
誇
る
同
社
に
は
追
い
風
が
吹
く
。

　

希
少
品
と
し
て
付
加
価
値
が
高
ま
る
よ
う
、
小
ロ
ッ
ト

生
産
の
提
案
も
欠
か
さ
な
い
。
コ
ス
ト
を
下
げ
る
に
は

大
量
生
産
が
有
効
だ
が
、
過
剰
な
生
産
は
リ
ス
ク
や
商
品

値
下
げ
に
よ
る
商
品
価
値
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

「
多
少
単
価
が
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
売
り
切
れ
ば
商
品
の

価
値
が
上
が
る
」
と
い
う
の
が
高
山
社
長
の
持
論
だ
。

今後の
展望

若
手
人
材
の
育
成
に

力
を
注
ぐ

　

高
山
社
長
は
「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」

と
、
若
手
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
同
社
の
各

工
程
に
は
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
多
い
が
「
従
業
員
が
す
べ
て

の
工
程
を
担
当
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
。

　

従
業
員
が
14
名
と
少
数
精
鋭
な
だ
け
に
、
何
ら
か
の

理
由
で
「
誰
が
欠
け
て
も
（
加
工
が
）
で
き
る
」
よ
う
、

多
能
工
を
育
て
る
こ
と
が
狙
い
の
１
つ
。
も
う
１
つ
の
狙
い

は
、
各
工
程
の
意
味
や
理
解
が
進
む
こ
と
に
よ
り
「
自
信

や
考
え
る
力
も
身
に
付
く
」
か
ら
だ
。
高
山
社
長
は
「
考
え

る
か
ら
仕
事
に
な
る
し
、
楽
し
く
な
る
」
と
解
く
。

　

高
山
社
長
は
、「
も
の
づ
く
り
の
し
ん
ど
さ
は
あ
る
」

と
言
い
つ
つ
も
、
仕
事
の
楽
し
さ
を
か
い
ま
見
せ
な
が
ら

「『
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
』
の
誇
り
」
を
後
世
に
伝
え
る

決
意
を
す
る
。

株式会社 坂口製作所株式会社 三陽金属
卓
越
し
た
溶
接
技
術
で
、

板
金
製
品
の
価
値
を
高
め
る

人
の
手
を
介
し
た
も
の
づ
く
り
、

顧
客
の
信
頼
得
る

http://www.sakaguchi-ss.co.jp/http://kuchigane.com/

◦住　所	 〒557-0054
	 大阪市西成区
　　　　　千本中2-4-14
◦ＴＥＬ	 06-6661-7007
◦ＦＡＸ	 06-6659-3030
◦創　業	 昭和26年
◦設　立	 昭和61年1月
◦資本金	 1,000万円
◦従業員	 84名

◦住　所	 〒544-0012  
	 大阪市生野区
　　　　　巽西2-1-44
◦ＴＥＬ	 06-6757-6306
◦ＦＡＸ	 06-6757-3813
◦創　業	 昭和45年 6 月
◦設　立	 平成25年10月
◦資本金	 500万円
◦従業員	 14名

主な事業内容
各種工業用アルミ・ステンレス
製品の設計、製造、加工、販売

主な取引先（納入先）
重電、鉄道インフラ、食品、
薬品メーカー

主な事業内容
財布・鞄などの口金製造

主な取引先（納入先）
袋物メーカー、袋物商社

昭和２６年に創業、昭和６１年に株式会社化。建設足場など
の量産品を手がけていましたが、バブル崩壊後は新幹線車両
部材、原子燃料輸送容器など高付加価値製品に軸足をシフト
しました。創業時から取り組むアルミ溶接は、全国競技会で
優勝を果たすなど国内トップレベルと自負しています。

創業は昭和４５年。主力の口金のルーツは、江戸時代の飾り職人
までさかのぼる伝統のある産業です。かつて、大阪に４０―５０
社あった関連メーカーは、法人としては２社ほどに減りました。
２０２０年東京五輪で、関西や京都にも大勢の人が来るでしょう。
外国のお客様にガマグチ製品を買って帰ってもらいたいですね。

代表取締役 坂口 清信さん代表取締役社長 高山 正
しょういち

市さん

当 歴の社 史当 歴の社 史
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ル
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大
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ど
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金
専
門
メ
ー
カ
ー


